
完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
弓
道
場
で
練
習
す
る
弓
道
部
員
ら

「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」
で
は
、
生

徒
が
子
供
た
ち
に
科
学
の
魅
力
を
伝
え
た

外
国
人
講
師
に
英
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち

８月に完成した新弓道場。鉄骨造りの平屋建てで、６人立の近的射場を備えている

　
青
森
高
校
創
立
百
二
十
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
卒
業
生
総
数
４
万
人
余
り

を
擁
し
地
域
や
国
家
に
貢
献
す

る
人
財
を
送
り
出
し
て
き
た
こ

と
は
、
同
窓
生
の
一
人
と
し
て

大
変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
�
世
紀
の
今
日
に
お
い
て

は
、
本
校
の
良
き
伝
統
で
あ
る

文
武
両
道
に
優
れ
か
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
に
も
ロ
ー
カ
ル
に
も
通
用

す
る
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な

人
財
の
育
成
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
同
窓
会

は
じ
め
後
援
会
、
父
母
教
師
会

が
相
集
い
、
母
校
の
施
設
整
備

や
教
育
的
諸
活
動
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心

か
ら
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

切
磋
琢
磨
し
上
目
指
す

部
長
・
２
年

秋
元
蘭
さ
ん

　
新
弓
道
場
が
で
き
て
広
く
な

っ
た
の
で
、
皆
で
使
え
る
の
が

す
ご
く
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
仮
設
弓
道
場
は
と
に
か
く

狭
く
て
、
譲
り
合
っ
て
練
習
し

て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
一

人
一
人
に
与

え
ら
れ
る
射

数
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
新
弓
道
場
で
は
、
こ
れ
ま
で

よ
り
多
く
の
人
数
が
同
時
に
的

前
で
弓
を
引
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。何
日
か
や
っ
て
み
て
、

こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
２
倍
近
く

の
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
年
生

に
も
ど
ん
ど
ん
的
前
で
弓
を
引

く
経
験
を
積
ま
せ
て
強
化
し
、

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
青
森
高
校
創
立
百
二
十
周
年
の
節
目
を
記
念
し
て
今
年
４
月
か
ら
敷
地
内
に
建
設
を
進

め
て
い
た
新
弓
道
場
が
８
月
に
完
成
し
た
。
近
的
射
場
を
拡
大
し
６
人
立
に
し
た
ほ
か
、

矢
の
飛
び
出
し
を
防
ぐ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
箇
所
を
増
や
し
て
安
全
面
も
向
上
し
た
と
い

う
。
部
員
ら
は
県
高
校
総
体
で
の
団
体
優
勝
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
Ｉ
Ｈ
）
出
場
を
目
標
に

掲
げ
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
自
律
自
啓
」
「
誠
実
勤
勉
」

「
和
協
責
任
」の
綱
領
の
も
と
に
、

揺
る
ぎ
な
い
発
展
を
た
ど
っ
て
い

る
青
森
高
校
。
学
業
に
お
い
て
も

東
北
有
数
の
進
学
校
と
し
て
注
目

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
は
東
京
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
�
大
学

に
現
浪
合
わ
せ
て
�
人
が
合
格
し

た
。
さ
ら
に
同
校
は
、
国
際
的
な

舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
に
取

り
組
む
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）や
、先
進

的
な
理
数
系
教
育
を
行
う
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、

教
育
研
究
の
重
要
校
と
し
て
の
役

割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
は
、

い
ず
れ
も
文
部
科
学
省
が
全
国
の

高
校
か
ら
の
応
募
を
受
け
、
目
標

や
計
画
な
ど
を
審
査
し
決
定
す

る
。
指
定
校
は
探
究
型
学
習
や
大

学
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
た

高
度
な
教
育
が
可
能
と
な
る
。
Ｓ

Ｇ
Ｈ
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
両
方
の
指
定
を

受
け
た
の
は
同
校
が
東
北
初
。

　
平
成
�
～
�
年
度
に
わ
た
っ
た

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
期
間
に
、
同
校
は
貧

困
を
テ
ー
マ
に
し
た
提
言
や
留
学

生
・
外
国
人
観
光
客
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ

ラ
ン
策
定
な
ど
、
知
識
だ
け
で
は

な
く
、
時
に
は
行
動
力
も
必
要
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん

だ
。
�
年
度
か
ら
は
２
年
生
の
希

望
者
に
よ
る
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
っ
て

い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
は
、
現
行
の
学

習
指
導
要
領
の
枠
を
超
え
て
理
数

系
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
め
る
ほ
か
、
研
究
機
材
な

ど
の
経
費
に
つ
い
て
支
援
を
受
け

ら
れ
る
。
同
校
の
指
定
期
間
は
�

～
令
和
３
年
度
。
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽

出
」や
「ド
ロ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

学
ん
だ
生
徒
が
先
生
役
と
な
り
、

青
高
祭
を
訪
れ
た
子
供
た
ち
に
科

学
の
魅
力
を
伝
え
る
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
サ

イ
エ
ン
ス
教
室
」
を

毎
年
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
昨
年

度
は
、
六
ケ
所
核
融

合
研
究
所
で
研
究
に

携
わ
る
研
究
者
と
の

交
流
や
ミ
ニ
実
験
な

ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
の
実
習
も
行
っ

た
。

　
同
校
は
、
生
徒
の

主
体
的
・
協
働
的
な

学
習
を
推
進
す
る
こ

と
な
ど
を
通
じ
て

「
学
際
的
研
究
に
よ

り
新
し
い
価
値
を
創

出
で
き
る
国
際
的
な

科
学
技
術
系
人
材
の

育
成
」
を
目
指
し
て

い
る
。

　
青
森
高
校
創
立
百
二
十
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
父

母
教
師
会
は
、
勉
強
に
部
活
動

に
、
そ
し
て
個
々
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
常
に
全
力
で
頑
張
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者

の
た
め
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

自
由
で
、
楽
し
く
、充
実
し
た
生

活
の
中
で
、
最
後
ま
で
や
り
抜

く
青
高
生
の
頼
も
し
い
姿
に

「
無
限
」
の
可
能
性
を
確
信
し
、

今
後
と
も
教
職
員
や
後
援
会
・

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
助
力
を
頂

き
な
が
ら
、
見
守
り
続
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き
年

に
子
ど
も
た
ち
が
在
学
し
た
巡

り
合
わ
せ
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
青
森
高
校
の
さ
ら
な
る
発

展
と
卒
業
生
の
益
々
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
新
弓
道
場
は
鉄
骨
造
り
の
平

屋
で
総
面
積
は
１
９
１
平
方

㍍
。事
業
費
は
約
５
千
万
円
で
、

同
窓
生
ら
約
２
千
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
協
賛
金
を
活
用
し
た
。

　
同
校
の
弓
道
部
は
�
～
�
人

規
模
の
部
員
数
を
誇
り
、
県
高

総
体
で
上
位
入
賞
す
る
な
ど
伝

統
校
の
強
さ
を
発
揮
し
て
き

た
。
２
０
１
４
、
�
年
度
に
は

男
子
団
体
が
県
高
総
体
で
準
優

勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
ま

で
あ
と
一
歩
ま
で
迫
っ
て
い

る
。

　
現
在
の
部
員
数
は
２
年
生
�

人
と
１
年
生
�
人
の
計
�
人
。

全
員
が
高
校
入
学
時
に
は
競
技

未
経
験
の
初
心
者
だ
が
、
同
校

元
教
諭
の
小
林
晶
さ
ん
と
同
校

Ｏ
Ｂ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
経

験
が
あ
る
横
山
慶
佑
さ
ん
の
両

コ
ー
チ
の
指
導
を
仰
ぎ
、
週
５

日
の
練
習
を
重
ね
て
実
力
を
身

に
つ
け
る
な
ど
文
武
両
道
を
体

現
し
て
い
る
。
部
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
正
し
く
射
ら
れ
た
矢
は
必

ず
当
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
弓

道
の
教
え
「
正
射
必
中
」
で
、

一
矢
一
矢
自
分
と
向
き
合
い
な

が
ら
心
身
の
鍛
錬
に
努
め
て
い

る
。

　
同
校
の
弓
道
場
を
巡
っ
て

は
、
２
０
０
０
年
の
屋
内
練
習

場
「
無
限
ド
ー
ム
」
建
設
に
伴

っ
て
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

野
球
場
奥
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設

が
建
て
ら
れ
た
。
約
�
年
が
経

過
し
傷
み
が
激
し
く
な
り
改
修

が
必
要
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

学
校
側
と
百
二
十
周
年
記
念
事

業
協
賛
会
が
協
議
し
、
弓
道
場

の
新
設
を
決
め
た
。

▽顧　問　　佐々木誠造
宮川　隆英、千葉　哲朗

林　　光男、和田　文夫
山口　柾義、柳谷　章二
▽会　長　　沼田　　�
▽副会長　　佐藤　健一

對馬　敬子、小山内豊彦
河田　喜照、西　　秀記
▽監　事　　藤原　広洋
武田　京子、當麻　雅令

▽
東
京
青
高
同
窓
会

（
会
長
・
松
山
正
弘
　
連
絡
先
‖

事
務
局
・
�
西
聡
☎
０
７
０
・
２

８
３
２
・
４
４
９
１
）

▽
県
庁
無
限
会

▽
青
森
高
校
西
日
本
同
窓
会

（
連
絡
先
‖
庶
務
担
当
・
小
林
正

彦
☎
０
７
９
・
４
３
６
・
３
６
０

３
）

▽
仙
台
青
中
青
高
女
青
高
会

（
連
絡
先
‖
事
務
局
・
竹
内
廣
☎

０
２
２
・
２
６
７
・
５
７
５
７
）

▽
弘
前
青
高
会

（
会
長
・
斎
藤
悦
朗
　
連
絡
先
‖

事
務
局
・
弘
前
航
空
電
子
内
・
小

野
知
正
☎
０
１
７
２
�
３
１
１

１
）

▽
平
内
青
高
同
窓
会

（連
絡
先
‖
事
務
局
・竹
内
正
美
☎

０
１
７
・
７
５
５
・
３
９
７
３
）

▽
青
高
む
つ
下
北
同
窓
会

（会
長
・杉
山
幹
彦
　
連
絡
先
‖
事

務
局
・
工
藤
和
彦
☎
０
１
７
５
�

９
７
８
６
）

▽
青
高
岩
手
県
地
区
同
窓
会

（
会
長
・
山
谷
仁
　
連
絡
先
‖
事

務
局
・
藤
原
雅
夫
☎
０
１
９
・
６

７
２
・
４
４
０
１
）

　　 　 　 　


